
■NPO 法人水元ネイチャープロジェクト 入会案内■

一 般 会 員                
一般会員は、法人の社員となります。年に一度の総会に出席していただき、会の事業や予算の承認など、

会の基本的な運営に参加していただきます。

賛 助 会 員                
賛助会員は、法人などの団体会員です。年に一度の総会に出席していただき、会の事業や予算の承認など

会の基本的な運営に参加していただきます。

ど ろ ん こ 会 員                   

どろんこ会員は、サポート会員です。会の事業に参加でき、総会等に参加する必要はありません。

■ 令和元年 9 月の行事案内 ■

＊気象条件等により変更する場合がありますので事前にお問い合わせください。

ホームページをご覧下さい。

☞http://mizumoto‑np.topaz.ne.jp/home.html にアクセス！

と ん ぼ
秋津（あきつ）とは、

トンボの古い呼び名。
そして日本は昔、

「秋津島」と呼ばれていました。

２０１９年９月号

秋津

NPO 法人 水元ネイチャープロジェクト

よしえ画

＜9 月＞

種名：スゲドクガ

学名：Laelia coenosa sangaica
開張は 31-39mm で、北海道、本州、シベリア、朝鮮、中国に

分布する。成虫の出現時期は 8～9 月で、幼虫はカヤツリグサ科、

ガマ科、イネ科を食べる。幼虫は黄色い鮮やかな毛虫。湿地の周

辺にあるガマやイネの仲間を探すと見られる。



＜令和元年 8 月観察記録（主な生物）＞

○植物：アカツメクサ、アカバナユウゲショウ、アキノゲシ、アサザ、アメリカイヌホウズキ、アメリカオニアザミ、アメリカタカサブロウ、

アレチハナガサ、イ、イタドリ、イチゴツナギ、イヌガラシ、イヌゴマ、イヌタデ、イヌビエ、イヌムギ、イモカタバミ、ウキクサ、ウキヤガラ、

ウシハコベ、ウマスゲ、ウマノスズクサ、ウラジロチチコグサ、オオアカウキクサ、オオイヌタデ、オオジシバリ、オオニワゼキショウ、オギ、

オオバコ、オッタチカタバミ、オニタビラコ、オニノゲシ、オニバス、オヒシバ、オミナエシ、オモダカ、オヤブジラミ、ガガブタ、カタバミ、

カズノコグサ、ガマ、カモガヤ、カモジグサ、カラスウリ、カラムシ、カンガレイ、キクイモ、ギシギシ、キツネアザミ、クサヨシ、クズ、

ケキツネノボタン、コウホネ、コガマ、コゴメイ、コシロネ、コナギ、コヒルガオ、コブナグサ、コモチマンネングサ、コンフリ、サデクサ、

サンカクイ、シマスズメノヒエ、ショウブ、シロザ、シロツメクサ、スイバ、スイレン、ススキ、セイバンモロコシ、セイヨウタンポポ、セリ、

タウコギ、タコノアシ、チガヤ、チゴササ、チジミザサ、ツユクサ、ツルマメ、トキワハゼ、ドクダミ、トチカガミ、ナズナ、ニガクサ、ヌマトラノオ、ネズミムギ、ノゲシ、

ノカンゾウ、ノチドメ、ノビル、ノボロギク、ハコベ、ハス、ハハコグサ、ハンゲショウ、ヒシ、ヒナタイノコズチ、ヒメガマ、ヒメクグ、ヒメコウホネ、ヒメコバンソウ、

ヒメジソ、ヒメジョン、ヒメスイバ、ヒメムカシヨモギ、ヒヨドリジョウゴ、ヒルザキツキミソウ、ヒルムシロ、フキ、フトイ、ヘクソカズラ、ヘビイチゴ、ヘラオオバコ、

ヘラオモダカ、ホソバウンラン、ホソムギ、マツカサススキ、マツヨウイグサ、ミクリ、ミコシガヤ、ミジンコウキグサ、ミソハギ、メハジキ、メヒシバ、メマツヨイグサ、

メリケンガヤツリ、ヤエムグラ、ヤナギハナガサ、ヤブガラシ、ヤブカンゾウ、ヤブジラミ、ヨシ、ヨモギ、ワルナスビ

○鳥類：アオサギ、オナガ、カルガモ、カワウ、カワセミ、キジバト、コサギ、シジュウカラ、スズメ、ダイサギ、ツバメ、ハクセキレイ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、

ヒヨドリ、ムクドリ

〇昆虫：アオスジアゲハ、アオドウガネ、アオバハゴロモ、アオモンイトトンボ、アオヤンマ、アカボシゴマダラ、アジアイトトンボ、アシナガバチ、アブラゼミ、

ウチワヤンマ、エンマコオロギ、オオアメンボ、オオイトトンボ、オオシオカラトンボ、オオヤマトンボ、オンブバッタ、カナブン、カブトムシ、キアゲハ、キタテハ、

キマダラカメムシ、ギンヤンマ、クヌギハマルタマフシ、クマバチ、クロアゲハ、クロアゲハ、クロイトトンボ、クロオオアリ、クロヒラタヨコバエ、コガネムシ、

コシアキトンボ、コバネイナゴ、コムラサキ、ササグモ、サトキマダラヒカゲ、シオカラトンボ、シオヤアブ、シマアシブトハナアブ、ジャコウアゲハ、ショウジョウトンボ、

など

今後見られそうな

主な生き物

タコノアシ

モズ


